
善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

本
年
も

　「
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
」
が

　社
会
の
灯

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
川
柳
に
カ
ギ
カ
ッ
コ
や
句
読
点
は
不
要
で
す
。

　《
本
年
も

　明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

　社
会
の
灯
》
と
し
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。

○

年
度
始
め

　楽
し
く
や
ろ
う

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

東
京
都

千

　歳

　飴

評
／
《
年
度
始
め
》
は
固
い
か
ら
、《
年
始
め
》
と
し
ま
し
ょ
う
よ
。

○

あ
り
が
と
う

　ち
ょ
っ
と
照
れ
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
《
ち
ょ
っ
と
照
れ
て
ま
す
》
は
、
会
話
体
で
す
か
ら

　《
ち
ょ
っ
と
照
れ
て
る
》
と
し
ま
し
ょ
う
よ
。

　
　総
じ
て
今
回
も
作
者
ひ
と
り
で
幾
つ
も
の
作
句
を
寄
せ
て
き
ま

す
が
、
一
句
を
も
っ
と
熟
成
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　単
な
る
思
い
つ
き
を
、
そ
の
ま
ま
句
に
す
る
の
で
は
な
く
、   

一
句
を
練
り
直
し
練
り
直
し
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
よ
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

香
川
県
内
の
市
町
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
る
里
自
慢
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
善
通

寺
市
と
四
国
霊
場
の
旅
を
紹

介
し
ま
す
。

当
市
は
、「
う
ど
ん
と
瀬

戸
大
橋
」
で
名
高
い
香
川
県

の
北
西
部
に
位
置
し
、
人
口

約
三
万
三
千
七
百
人
、
面
積

は
約
四
十
ｋ
㎡
、
縄
文
時
代

後
期
か
ら
の
歴
史
や
文
化
に

培
わ
れ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

町
で
す
。
五
岳
山
の
麓
に
は

四
百
基
を
超
え
る
古
墳
が
残

さ
れ
、
中
で
も
六
基
の
讚
岐

古
代
史
が
鮮
明
に
な
り
重
要

な
有
岡
古
墳
群
と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

弘
法
大
師
空
海
は
こ
の
地

に
誕
生
し
、
八
百
十
三
年
に

建
立
し
た
寺
に
父
の
名
「
佐

伯
善
通
」
を
寺
号
と
し
て
名

付
け
、
そ
の
ま
ま
村
名
と
な

り
ま
し
た
。
古
く
か
ら
門
前

町
と
し
て
開
け
整
然
と
区
画

さ
れ
た
美
し
い
町
は
四
国
の

京
都
と
例
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
に
な
る
と
旧
陸
軍
第

十
一
師
団
司
令
部
が
設
置
さ

れ
乃
未
将
軍
の
部
屋
は
「
乃

木
記
念
館
」
と
し
て
一
般
開

す て き な 町 善 通 寺

香川県支部

放
さ
れ
て
い
ま
す
。
兵
器
庫

跡
の
赤
レ
ン
ガ
棟
、
旧
善
通

偕
行
社
、
Ｊ
Ｒ
善
通
寺
駅
舎

は
優
美
な
明
治
建
築
の
雰
囲

気
を
伝
え
、
今
も
現
役
と
し

て
市
民
ら
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

戦
後
は
軍
事
都
市
か
ら
学

園
都
市
づ
く
り
を
中
核
と
し

た
文
化
都
市
へ
の
再
生
を
目

指
し
、
大
学
や
官
公
署
の
誘

致
が
進
め
ら
れ
多
機
能
都
市

が
造
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
は
、
資
源
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
都
市
の
先
駈
け
の
町

と
し
て
小
学
校
の
教
科
書
で

も
紹
介
さ
れ
、
今
も
市
民
総

ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

最
後
に
総
本
山
善
通
寺
は

紀
州
の
高
野
山
・
京
都
東
寺

と
並
ん
で
空
海
三
大
霊
場

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
四
国

霊
場
第
七
十
五
番
札
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
四
国
霊
場

八
十
八
ヶ
所
は
徳
島
県
の
霊

山
寺
を
第
一
番
札
所
発
心
の

道
場
、
高
知
県
修
業
、
愛
媛

県
の
菩
提
、
そ
し
て
香
川
県

涅
槃
の
道
場
八
十
八
番
大
窪

寺
の
結
願
へ
と
巡
っ
て
お
り

ま
す
。
四
国
遍
路
と
は
今
か

ら
千
二
百
年
前
に
お
大
師
さ

ま
が
修
業
さ
れ
た
足
跡
を
た

ど
っ
て
四
国
の
自
然
を
肌
に

感
じ
な
が
ら
、
八
十
八
ヶ
所

の
霊
場
を
巡
拝
す
る
こ
と
、

白
装
束
と
す
げ
笠
を
つ
け
金

剛
杖
を
持
ち
全
行
程
四
百
ｋ

ｍ
の
道
の
り
を
「
同
行
二
人
」

お
大
師
さ
ま
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
の
二
人
旅
。
今
は
自
己

再
生
、
自
己
発
見
、
心
の
傷

を
癒
す
旅
と
し
て
国
内
の
み

な
ら
ず
外
国
か
ら
の
お
遍
路

さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
是

非
一
度
こ
ん
な
素
敵
な
地
へ

お
出
か
け
を
。
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　　宮
城
県
支
部

施
設
が
設
立

四
十
二
周
年
記
念
日
に

慰
問
活
動
を
開
催

宮
城
県
支
部
が
設
立
し
た

時
か
ら
実
施
し
て
き
た
施
設

慰
問
を
昨
年
度
に
続
き
仙
台

市
の
郊
外
に
あ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
暁
星
園
に
て
、

去
る
二
月
一
日(

木)

午
前

十
一
時
か
ら
三
十
分
間
、
会

員
が
所
属
し
て
い
る
ハ
ワ
イ

ア
ン
バ
ン
ド
（
イ
ズ
ミ
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
）
メ
ン
バ
ー
九
名

の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。
全
曲
懐
メ
ロ
を
演
奏
、

ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
入
所
者

と
そ
の
家
族
、
施
設
の
役
職

員
そ
れ
に
善
行
会
の
役
員
七

名
が
揃
い
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
を

着
用
、
総
勢
八
十
名
程
が
演

奏
さ
れ
た
曲
を
聴
き
、
一
曲

一
曲
大
拍
手
が
あ
り
次
の
曲

へ
と
、
今
回
は
特
に
施
設
が

設
立
し
て
四
十
二
周
年
記
念

日
に
と
依
頼
さ
れ
て
の
実
施

で
し
た
。

施
設
で
は
、
滅
多
に
目
に

耳
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
ア

ロ
ハ
姿
と
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー

の
音
色
で
演
奏
さ
れ
た
懐
か

し
い
曲
ば
か
り
、
予
め
配
ら

れ
て
い
た
歌
詞
の
プ
リ
ン
ト

を
見
な
が
ら
唄
が
出
て
あ
っ

と
い
う
間
に
終
了
と
な
り
、

ア
ン
コ
ー
ル
の
連
呼
に
応
え

て
今
回
の
慰
問
活
動
を
終
え

ま
し
た
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き（

敬
称
略
）

◇ 

善
行
金
章
（
二
十
名
）

（
北
海
道
）
阿
部
澄
子
、
斎

藤
保
子
（
青
森
県
）
溝
江
茂

則
（
岩
手
県
）
鈴
木
時
雄
（
宮

城
県
）
長
谷
川
太
（
栃
木
県
）

松
本
カ
ネ
子
（
群
馬
県
）
内

田
恵
美
子
、
為
谷
文
夫
、
関

　

文
彦
（
埼
玉
県
）
加
藤
千

代
子
（
千
葉
県
）
合
田
祐
二

（
神
奈
川
）
佐
久
間
昭
司
（
山

梨
県
）
髙
野
恒
夫
（
福
井
県
）

中
嶋
光
子
（
京
都
府
）
福
原

　

洋
（
大
阪
府
）
藤
本
登
代

（
兵
庫
県
）
服
部
忠
彦
（
福
岡

県
）
臼
杵
幸
夫
、
坂
寺　

昭

（
長
崎
県
）
筒
井
泰
昭

◇ 

善
行
銀
章（
七
十
四
名
）

（
北
海
道
）
千
田
一
穂
、
寺

田
忠
夫
、
津
田
美
智
子
、
野

上
則
男
、
品
田　

忠
（
青
森

県
）
鎌
田
一
枝
、
大
矢
縷
美

子
、
小
田
桐
忠
志
（
岩
手
県
）

鈴
木
博
夫
、
信
夫
孝
行
、
菊

地
次
雄
、
加
藤
保
典
（
宮
城

県
）
佐
藤
三
代
子
、
佐
藤
孫

次
、
上
田　

進
（
福
島
県
）

橋
本
ト
モ
イ
、佐
藤
啓
子
（
茨

城
県
）
吉
田
俊
雄
（
栃
木
県
）

森
山
公
子
、
吉
田
イ
コ
（
群

馬
県
）
有
間
行
雄
、
河
野
純

夫
、
山
田
元
子
、
田
鹿
す
み

子
、
佐
藤
滋
子
、
尾
花
吉
野
、

新
保
淑
江
、
反
町
な
か
子
、

関
口
順
子
、
永
井
知
子
、
根

岸
三
亀
男
（
千
葉
県
）
斉
藤

好
美
、
細
谷
菜
穂
子
（
東
京

都
）
前
田
哲
也
、
田
口
幸
子
、

中
田
敏
男
、
木
内
幹
雄
、
佐

藤
正
夫
、
伊
藤
德
子
、
松
嶋

節
子
（
神
奈
川
）
芦
垣
秀
代
、

太
田　

亨
、
瀬
戸　

忠
（
山

梨
県
）
末
木
清
司
（
石
川
県
）

中
島
一
夫
、
田
持
捷
彦
（
福

井
県
）
松
山
正
則
（
岐
阜
県
）

永
井
紀
美
子
、津
田
義
親
（
静

岡
県
）
前
田
榮
一
（
愛
知
県
）

佐
久
間
春
生
、藤
井
福
男
（
大

阪
府
）
葉
山
節
夫
、
西
川
俊

孝
、
柴
田
佐
智
子
（
兵
庫
県
）

有
野　

勇
（
岡
山
県
）
吉
本

喜
一
（
香
川
県
）
宮
本
隆
義
、

丸
野
忠
義
（
福
岡
県
）
原
野

武
広
、
古
屋
光
男
、
池
田
吉

子
、
末
松
六
則
、
石
丸
昭
則
、

柳
井
秀
清
（
佐
賀
県
）
濵
口

龍
彦
、
吉
田
嘉
之
（
長
崎
県
）

山
川
正
行
、
古
賀
良
一
（
熊

本
県
）
鶴
長
忠
雄
、
鶴
長
フ

タ
エ
（
大
分
県
）
佐
藤
義
憲
、

渕
上
靜
子
、
久
藤
恵
子

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　兵
庫
県
支
部

平
成
二
十
九
年
度
秋
季

　善
行
表
彰
伝
達
式
と

新
年
交
礼
会
の
開
催

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式
を

師
走
の
十
二
月
九
日
（
土
）

午
前
十
一
時
よ
り
兵
庫
県
庁

所
在
地
の
神
戸
市
中
央
区
の

湊
川
神
社
内
「
楠
公
会
館
」

に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
県
下
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
五
十
数
名
の
皆
様
の  

参
加
の
も
と
、
和
や
か
な
内

に
も
緊
張
感
あ
る
伝
達
式
で

し
た
。

式
は
山
本
和
子
支
部
事
務

局
次
長
司
会
の
も
と
、
寺
澤

妙
子
副
支
部
長
の
開
会
の

こ
と
ば
で
始
ま
り
、
受
賞
者

の
紹
介
、
服
部
忠
彦
支
部
長

か
ら
表
彰
状
、
記
念
品
等
が  

一
人
ひ
と
り
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

服
部
支
部
長
の
祝
辞
の
後
、

本
日
来
賓
の
川
島
隆
司
兵
庫

県
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
長
、
松
本
た
け
あ

き
衆
議
院
議
員
、
末
松
信
介

参
議
院
議
員
か
ら
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。
引
続
き
来
賓
紹

介
が
あ
り
、
受
賞
者
代
表
、

久
保
英
志
様
か
ら
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
祝
電
及
び
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
披
露
、
閉
会
の
こ

と
ば
を
有
野
勇
副
支
部
長
が

行
い
、
伝
達
式
は
め
で
た
く

無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

お

知
　ら

せ

▽
平
成
三
十
年
度

　春
季
・
特
別
善
行

　
　
　
　
　
　表
彰
式

〈
日
時
〉

  

五
月
十
九
日
（
土
）

　

十
三
時
半
～
十
五
時
半

〈
場
所
〉

  

東
京
都
渋
谷
区

  　

明
治
神
宮
参
集
殿

▽
定
期
総
会

〈
日
時
〉

  

六
月
二
十
九
日
（
金
）

　
　

十
三
時
～
十
五
時
半

〈
場
所
〉

  

東
京
都
千
代
田
区

  　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

引
続
き
受
賞
者
、
来
賓
、

支
部
役
員
で
記
念
撮
影
後
、

別
室
に
移
動
し
、
祝
賀
懇
親

会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

乾
杯
を
支
部
顧
問
早
乙
女
勝

巳
当
会
理
事
の
発
声
で
開

宴
、
お
互
い
盃
を
交
わ
し
楽

し
い
親
睦
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
、
参
加
者
全
員
元
気
で
宴

席
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

次
い
で
、
平
成
三
十
年
新

年
交
礼
会
が
一
月
二
十
八
日

（
日
）、
世
界
文
化
遺
産
、
国

宝
姫
路
城
が
天
高
く
聳
え
立

つ
播
州
は
播
磨
の
国
、
西
播

磨
の
雄
都
姫
路
市
に
お
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
県
下
支
部
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
五
十
名
余
の
会

員
の
皆
様
が
参
加
し
、
姫
路

の
奥
座
敷
、
塩
田
温
泉
郷
に

あ
る
「
ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
姫

路
ゆ
め
さ
き
」
会
場
に
到
着

後
宴
会
場
「
雪
彦
」
へ
、
本

年
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
高
部

武
久
西
播
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨

拶
、
服
部
支
部
長
の
挨
拶
、

「
今
年
は
楽
し
い
支
部
活
動

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
新
年

の
力
強
い
宣
誓
が
あ
り
、
引

き
続
き
支
部
顧
問
早
乙
女
当

会
理
事
の
乾
杯
で
開
宴
、
楽

し
い
ひ
と
時
が
あ
っ
と
い
う  

間
に
過
ぎ
、
全
員
の
集
合
写

真
を
撮
影
し
閉
宴
と
な
り
ま

し
た
。




